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I. 法 人 本 部 

 

1. 事業報告 

超少子高齢・人口減少社会な現状において多様化、複雑化する地域社会問題は、それぞ

れの施設運営による多機能的な対応を必要とされました。 

看護職員、保育士、介護職員をはじめそれぞれの専門職員など人材確保に苦慮してきま

した。外国人労働者の受け入れをしながらの施設運営をしてきましたが、日本語能力に個

人差はあっても、仕事を覚え明るく前向きに取り組んでくれています。 

受け入れた介護の技能実習生の中で介護福祉士の資格を 7人の外国人が取得しました。 

物価高騰による影響は、家庭生活だけでなく、施設経営にも打撃を与え緊急課題として

引き続き対策を検討していかなければなりません。 

そのような中、厳しい状況をふまえた対応を取りながら児童・高齢者・障害等地域の関

係機関と連携しながら福祉サービスの提供を引き続き取り組んでいきたいと思います。 

 

2. 理事会開催状況 

開催日 出席者 議案 

R7.6.7 理事 6名 

監事 2名 

1号議案 

2号議案 

3号議案 

4号議案 

5号議案 

6号議案 

7号議案 

8号議案 

令和 6年度業報告 

令和 6年度決算 

役員候補者の推薦 

評議員候補者の推薦 

定款変更 

評議員会の開催 

随意契約 

職務の執行状況 

R7.6.22 理事 6名 

監事 2名 

1号議案 

2号議案 

理事長および業務執行理事の互選 

評議員選任解任委員の選任 

R7.11.8 理事 5名 

監事 2名 

1号議案 

2号議案 

3号議案 

4号議案

5号議案 

借入金 

定款変更 

諸規定の改定 

運営規程の制定 

評議員会の開催 

R8.3.14 理事 5名 

監事 2名 

1号議案 

2号議案 

3号議案 

4号議案 

5号議案 

6号議案 

令和 8年度事業計画 

令和 7年度補正予算 

令和 8年度予算 

随意契約 

就業規則の改訂 

職務の執行状況 
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3. 評議員会開催状況 

開催日 出席者 議案 

R7.6.22 評議員 6名 

理事 2名 

監事 2名 

1号議案 

2号議案 

3号議案 

4号議案 

令和 6年度事業報告 

令和 6年度決算 

理事および監事の選任について 

定款変更 

R7.11.8 評議員 5名 

理事 2名 

監事 2名 

1号議案 定款変更 

 

 

4. 評議員選任解任委員会開催状況 

開催日 出席者 議案 

R7.6.7 委員 3名 

理事長 

任期満了による新評議員の選任 

 

 

5. 従業員の状況 

1） 法人全体雇用状況 

雇用形態 
人数 

平均年齢 
平均 

勤続年数 年度初 年度末 

常

勤 

正職員 178 177 38.8歳 5年 8ヵ月 

定年後再雇用 18 22 65.5歳 7年 8ヵ月 

パート 73 66 55.5歳 5年 3ヵ月 

全体 269 265 44.7歳 5年 8ヵ月 
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2） 事業所別雇用状況 

事業所 
雇用 

形態 
年度初 

入職 退職 
年度末 

（うち異動） （うち異動） 

乳児院 

エンジェルホーム 

常勤 32 1  7  26 

パート 7 2  4  5 

児童養護施設 

ほうゆう・キッズホーム 

常勤 36 1 (1) 1  36 

パート 1 1  1 (1) 1 

子ども未来サポート 

センターほうゆう 

常勤 3     3 

パート      0 

特別養護老人ホーム 

ほうゆうの里 

常勤 32 8  2 (1) 38 

パート 19 3 (1) 8  14 

乳児院 

ほうゆうベビーホーム 

常勤 32 4  7  29 

パート 7 3  1  9 

子ども未来サポート 

センターやちよ 

常勤 2     2 

パート 1   1  0 

ゆうゆう保育園 
常勤 9   2  7 

パート 11   1  10 

特別養護老人ホーム 

ゆうゆう苑 

常勤 47 22 (2) 17 (2) 52 

パート 25 7 (2) 17 (2) 15 

訪問看護ステーション 

ゆめ 

常勤 3 1  1  3 

パート 2 2    4 

グループホームゆうか 
常勤  7 (1) 1  6 

パート  11  6 (1) 5 

合計 

常勤 196 44 (4) 38 (3) 202 

パート 73 29 (3) 39 (4) 63 

合計 269 73 (7) 77 (7) 265 

 

3） 育児休業取得実績 

取得 

 人数 率 

復職 

 人数 率 

男性 2 100％ 男性 2 100％ 

女性 4 100％ 女性 3 100％ 

全体 6 100％ 全体 5 100％ 
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II. エンジェルホーム 

 

1. 事業報告 

令和 7 年度は職員一人ひとりが当事者意識を持てるよう取り組んできました。主任に

よる当事者意識の内部研修を実施した他、養育委員会が毎月挙げる養育目標も当事者意

識を持てるようなものにしてきました。又、職員が疑問に思ったことや課題に対して、す

ぐに解決策を伝えるのではなく、どうしたら良いかを一緒に考えることで、職員自身で答

えを導き出すことも増えてきました。今後は職員一人ひとりが自信を持って判断できる

ような取り組みを行っていきたいと思います。 

こどもへの支援として児童発達支援や保育所等訪問支援を入れ、専門的支援を必要と

している児を必要な機関に迅速に繋げることができました。必要な機関に繋げて終わり

ではなく、フィードバックしてもらったことを職員みんなで継続的に行い、こどもたちの

成長発達を促すことができました。 

地域支援としては、子育て短期支援事業の専従職員を配置し、出来る限り利用希望に応

えてきました。しかし、利用希望の増加に伴い、特に週末はお断りするケースも多くあり

ました。又、当院の感染症により受け入れを中止せざるを得ないこともありました。千葉

市内で乳児のショートステイ受け入れを行っている施設は当院のみである為、当院で受

け入れが出来なくなった際の代替受け入れ先の検討を以前より千葉市に要望しています。

しかしすぐに受け入れ先を増やすことは難しい状況である為、当院としてできることを

模索していく必要があると感じています。 

子育てひろばの充実も年間を通して行ってきました。初日は 0 人でスタートしました

が、SNS、チラシでの広報活動を積極的に行うことで、徐々に利用者が増え、口コミでも

更に広がっていきました。こどもも楽しい場でありながら、保護者の息抜きの場にもなる

ことを目指してきました。利用者の声からそういう場になっていると実感しています。現

在はまだ事業化に至っていない為、使用する材料等は Amazon欲しいものリストを活用し

ながら運営してきました。支援に感謝するとともに今後は事業化を見据えた人材確保に

も取り組んでいきたいと思います。 

3年間取り組んできた「LSW BOOK」が完成しました。この BOOKがこどもたちの育ちを

繋ぐツールになり、当院で大事に育てられたことの理解に繋がるように次年度以降活用

していきます。 

乳児院の強みはアセスメント力があること、専門性があること、職員の入れ替わりが少

ないことで継続支援ができることです。 

今後も乳児院の専門性の高さやアセスメント力を生かしたこどもの養育、ショートス

テイや子育てひろばにおいて地域に提供できる支援の豊富さ、退所後の継続支援など、乳

児院の強みや職員の頑張りをアピールし、乳児院の必要性を伝えていきたいと思います。

そして、日頃行っている養育や業務に対して職員がもっと自信を持てるよう取り組んで

いきたいと思います。 



Ⅱ.エンジェルホーム 

5 

 

2. 施設利用実績報告 

1） 措置入所・一時保護委託 

定員：20名 

  措置入所 一時保護 合計 

  月初人数 延べ人数 月初人数 延べ人数 月初人数 延べ人数 

4月 15 423 1 100 16 523 

5月 13 403 5 196 18 599 

6月 13 309 7 170 20 560 

7月 14 434 4 144 18 578 

8月 14 430 5 110 19 540 

9月 12 360 1 30 13 390 

10月 11 372 1 42 13 414 

11月 12 360 2 95 14 455 

12月 12 379 4 124 16 503 

1月 12 403 3 111 16 514 

2月 13 364 5 79 18 443 

3月 13 403 3 90 16 493 

合計 156 4,721 64 1,291 197 6,012 

 

2） 入退所の状況 

入所理由 人数 退所理由 人数 

養育困難 3 家庭復帰 2 

身体的虐待 0 措置変更 1 

ネグレクト 1 里親 1 

合計 4 合計 4 

 

3） 子育て短期支援事業 

ショートステイ利用延べ人数 

月 

区分 

4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

合

計 

生保 

ひとり親非課税 
3 2 2 9 4 6 7 25 29 18 20 10 135 

非課税 

ひとり親課税 
10 9 6 11 2 0 2 5 9 8 7 1 70 

その他 4 10 3 14 0 4 9 4 9 5 7 2 71 

合計 17 21 11 34 6 10 18 34 47 31 34 13 276 
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3. 研修報告 

1） 外部研修 

日程 研修内容 参加人数 

R7.5.31～6.1 第 50回タッチケア指導者講習会 3 

R7.6.10～11 第 59回関東ブロック乳児院研究協議会 2 

R7.6.23～24 千葉県児童福祉施設協議会初任者研修会 3 

R7.7.30～31 第 68回全国乳児院研修会 2 

R7.9.21～22 ファミリーソーシャルワーク研修会 1 

R7.10.30～31 第 74回全国乳児院協議会 2 

R7.10.23～25 第 42回関東ブロック乳児院協議会 2 

R7.12.1～2 千葉県児童福祉施設協議会初任職員フォローアップ研修会 3 

R8.2.18 第 7回乳児院医療・看護セミナー 2 

 

2） 内部研修 

日程 研修内容 参加人数 

R7.4.8 事業計画・虐待・プライバシー 全職員 

R7.5.8 家庭支援専門相談員「ＦＳＷの業務について・事例検討」 全職員 

R7.6.9 里親支援専門相談員「里親支援について」 全職員 

R7.7.8 看護師「日常ケアの知識と手技」 全職員 

R7.8.8 主任「当事者意識」 全職員 

R7.9.8 栄養士「災害時非常食」 全職員 

R7.10.8 看護師「ＳＩＤＳ」 全職員 

R7.11.7 個別対応職委員「非認知能力」 全職員 

R7.12.8 家庭支援専門相談員「保護者支援の充実とＦＳＷの役割」 全職員 

R8.1.8 医務「感染症対策」 全職員 

R8.2.8 権利擁護委員会「ライフストーリーワーク」 全職員 
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4. 行事報告 

日程 行事内容 参加人数 

R7.4.1 お花見会 全児童 

R7.4.8 いちご狩り 8 

R7.4.15 アンパンマンミュージアム 2 

R7.5.5 端午の節句 全児童 

R7.5.17 ディズニーランド 3 

R7.7.7 七夕 全児童 

R7.7.19 夏祭り 全児童 

R7.8.18 キッズランドＵＳ 2 

R7.8.19 ＭＯＦＦカフェ 2 

R7.10.6 お月見 全児童 

R7.10.20～21 鴨川シーワールド 4 

R7.10.31 ハロウィン 全児童 

R7.11.7 みかん狩り 8 

R7.11.10 七五三 1 

R7.11.13 しまグルランド 3 

R7.11.19 花島公園 12 

R7.12.12 いきいきプラザ 2 

R7.12.24 クリスマス会 全児童 

R8.1.1 初詣 全児童 

R8.1.17 しまじろうコンサート 3 

R8.2.3 節分 全児童 

R8.2.10 さゆりワールド 3 

R8.3.3 桃の節句 全児童 
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5. その他報告事項 

1）子育てひろば報告 

日程 活動内容 人数 

R7.4 非開催  

R7.5 誕生日会・計測・手遊び・絵本紹介・大型遊具・フォトスポット 20 

R7.6 誕生日会・計測・製作・ベビーマッサージ・大型遊具 42 

R7.7 誕生日会・計測・ベビーマッサージ・夏祭り・水遊び・感触遊び 74 

R7.8 誕生日会・計測・ベビーマッサージ・大型遊具・センサリーボトル 46 

R7.9 誕生日会・計測・おやつ紹介・大型遊具・スタンプ遊び・リトミック  54 

R7.10 誕生日会・計測・大型遊具・絵具遊び・手作り玩具・ハロウィンパーティー  93 

R7.11 誕生日会・計測・リトミック・感触遊び・運動会 50 

R7.12 誕生日会・計測・ベビーマッサージ・製作・大型遊具・クリスマス会  56 

R8.1 誕生日会・計測・缶バッジ・製作・子育て相談会・大型遊具・リトミック  39 

R8.2 誕生日会・計測・足型キーホルダー・リトミック・大型遊具・子育て相談会 105 

R8.3 誕生日会・計測・缶バッジ作り・風船遊び・親子体操・お楽しみ会 135 

 

2） 施設実習受入実績 3） ボランティア実績 4） 広報誌発行実績 

 保育実習 15人  保育補助 15人  4 月（№64）  

 里親実習 10人  ヘアカット 1回  8 月（№65）  

       1 月（№66）  
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III. ほうゆう・キッズホーム 

 

1. 事業報告 

令和 6 年度末に退職した職員の補充が叶わず、令和 7 年度は定員を 3 名欠く形でのス

タートとなりました。そのため、本園の小規模グループケアホーム 6 ホームのうち 1 ホ

ームを閉鎖し、入所受け入れを制限しながらの運営を余儀なくされました。 

人材不足の中、経験の浅い職員による不適切な関わりや、入所児の半数以上が高齢児

（中高生層）となったことによる風紀の乱れが顕著に見られました。令和 7年度はこれら

の改善に向け、職員の研鑽および内部研修の充実に努めた一年となりました。 

 

1） こどもの意見表明等支援に向けた取り組み 

アドボケイト事業の受け入れにあたり、子どもたちへの周知や「子どもの意見表明

等支援員」との面談を円滑に進めるため、新たに「権利擁護委員会」を設置しました。

本事業の準備に留まらず、外部研修への参加や他施設との情報交換など、多角的な取

り組みを展開しました。 

子どもたちにとっても、施設や児童相談所の職員以外に、自身の現状を安心して話

せる大人がいることを認識する貴重な機会になったと考えております。 

 

2） 学習支援への充実した取り組み 

高齢児（中高生層）の増加および施設外活動に消極的な児童の増加を受け、中高生

の基礎学力向上を目的とした「施設内オンライン学習塾」を導入しました。当初は一

定数の受講がありましたが、次第に遊びを優先する傾向が強まり、塾を回避するため

に帰宅を遅らせるなどの事案も発生し、期待した成果には至りませんでした。 

高校の中途退学についても歯止めがかかっておらず、11 名中 5 名が退学する結果

となりました。退学の主な要因が友人関係にあることから、進学後に新たなコミュニ

ティーを形成できるよう支援を強化することが、今後の喫緊の課題であると認識して

おります。 

 

3） 施設職員人材確保及び人材育成に向けて 

社会的養護に特化した求人媒体や有料媒体を活用し、専門家の助言を反映させなが

ら積極的に就職説明会を実施しました。近年の学生の動向を踏まえ、対面だけでなく

オンラインでの説明会や採用面接を導入したほか、養成校へ職員が直接赴くことで、

学生との顔の見える関係づくりに注力しました。 

説明会や施設見学に参加した学生には、行事案内を継続的に送付するなど、継続的

な関係構築に努めました。その結果、中途採用希望者を含め 10名の応募があり、7名

の採用に至りました。  

なお、実習生からの採用については、受け入れ予定 18 名に対し実績が 9 名に留ま
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り、その多くが卒業年次ではなかったため、今年度の採用には結びつきませんでした。 

 

4） 施設の機能強化推進に向けた取り組み 

里親支援専門相談員を中心に、千葉市および千葉県の里親家庭への支援に取り組み

ました。家庭訪問のほか、毎月定期開催している「里親プレーパーク」の実施など、

ニーズに即した支援を継続しました。また、過去にフォスタリングチェンジ・プログ

ラムを受講した里親を対象としたフォローアップ講座を開催し、ピア・カウンセリン

グの場を提供する取り組みも行いました。 

 

5） 中学生のスマートフォン（携帯電話）の活用に向けた取り組み 

高校生によるスマートフォン利用において課題が散見され、現時点では中学生が安

全に利用できる環境を十分に整備できておりません。一般家庭のように個別の利用状

況を常時把握することは困難であるため、フィルタリングや管理ツールの活用を含め、

次年度以降の運用ルールを慎重に検討してまいります。 

 

2. 施設利用実績報告 

1） 措置入所・一時保護委託 

定員：本体施設 38人 ／地域小規模 6人 2ヵ所 

  措置入所 一時保護 合計 地域小規模東棟 地域小規模西棟 

  月初 延べ 月初 延べ 月初 延べ 月初 延べ 月初 延べ 

4月 33 963   33 963 6 180 6 180 

5月 32 992   32 992 6 186 6 186 

6月 32 960   32 960 6 180 6 180 

7月 32 992   32 992 6 186 6 186 

8月 32 979   32 979 6 186 6 186 

9月 31 900   31 900 6 180 6 180 

10 月 29 899   29 899 6 186 6 186 

11 月 29 870   29 870 6 180 6 180 

12 月 30 930   30 930 6 186 6 186 

1月 30 930  6 30 936 6 186 6 186 

2月 30 840 2 56 32 896 6 168 6 145 

3月 29 872 2 62 21 934 6 139 6 186 

合計  369 11,127 4 124 373 11,251 72 2,143 72 2,167 
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2） 入退所の状況 

入所理由 人数 退所理由 人数 

身体的虐待 2 家庭復帰 2 

性的虐待 2 措置変更 1 

  自立 4 

  進学 2 

合計 4 合計 9 

 

3） 子育て短期支援事業 

 

 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

合 

計 

ショートステイ 7 10 9 4 0 4 4 9 2 4 3 8 64 

トワイライトステイ 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 5 

休日預かり 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 4 

合計 8 10 12 4 0 4 4 10 2 6 4 9 73 
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3. 研修報告 

1） 外部研修 

日程 研修内容 人数 

R7 年 5月 20日 新人（新任）職員福祉入門講座 3 

R7 年 5月 28日～29日 社会的養護施設指導者合同研修 1 

R7 年 5月 31日 養子と里親を考える会第 150回定例研修会 1 

R7 年 6月 9日 社会的養護にいる乳幼児のケア 1 

R7 年 6月 21日～22日 全国児童養護問題研究会 第 52回東京大会 1 

R7 年 6月 23日～24日 R7年度千児恊 初認職員研修会 3 

R7 年 7月 10日～11日 第 60回関東ブロック児童養護施設研究協議会 2 

R7 年 7月 12日 社会的養護コミュニティ 1 

R7 年 7月 13日 Food Allergyセミナー 1 

R7 年 7月 17日 アンガーマネジメント研修 1 

R7 年 7月 25日 発達障害傾向のある子どもの理解とかかわり 1 

R7 年 8月 1日・20日 社会福祉施設中堅管理者向け労務研修 3 

R7 年 8月 29日 イギリスの児童福祉と家庭養育の現状」 1 

R7 年 8月 31日 子どもと関わる時に知っておいて欲しい事 1 

R7 年 9 月 1 日・10 月 6 日 

12月 5日・R8 年 1月 23 日 
基幹的職員研修 1 

R7 年 9月 9日 アタッチメントの形成とその影響 1 

R7 年 9月 10日～11日 児童養護施設指導者研修 1 

R7 年 9月 12日 SBIブロック別児童養護施設リーダー研修 4 

R7 年 9月 24日 ハラスメント相談対策研修 1 

R7 年 9月 24日 外部機関や関係者への接遇マナーの基本 4 

R7 年 9月 25日 R7 年度児童養護施設等職員と児童相談所職員による意見交換会 3 

R7 年 9月 29日～30日 児童福祉施設における性暴力・性支配・性虐待 1 

R7 年 10月 3日 千児協中堅職員研修 2 

R7 年 10月 4日 広げよう「里親」の輪 prezentss 里親制度シンポジ

ウム 

1 

R7年 10月 6日 ・12月 5日 基幹的職員研修（再受講） 2 

R7 年 10月 9日～10日 第 39回関東ブロック児童養護施設職員研修会 2 

R7 年 10月 18日 話せる。出会える。社会的養護コミュニティ 1 

R7 年 10月 27日 児童虐待予防研修 3 

R7 年 11月 4日～5日 ファミリーソーシャルワーク 1 

R7 年 11月 9日 ライフステージにおける用紙当事者の想い 1 

R7 年 11月 11日～13日 全国児童養護施設長研究協議会 1 

R7 年 11月 15日 2025年度アレルギー相談員養成研修会 1 

R7 年 11月 25日 児童福祉施設における包括的性教育 SRHR を保証する 1 
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日程 研修内容 人数 

R7 年 12月 1日 母子生活支援施設におけるパーマネンシー 1 

R7 年 12月 1日～2日 R7年度初任職員フォローアップ研修 3 

R7 年 12月 2日 アタッチメント関係の修正への支援 1 

R7 年 12月 2日 フォスタリング・アセスメント研修Ⅰ 1 

R7 年 12月 3日～5日 児童養護施設職員指導者研修 1 

R7 年 12月 8日～9日 オレンジプログラムインストラクター養成講座 1 

R7 年 12月 9日～10日 R7 年度社会的養護を担う児童福祉施設長研修会 1 

R7 年 12月 13日 特別養子縁組当事者による全国フォーラム 1 

R7 年 12月 19日 コミュニケーション手法 1 

R8 年 1月 3日 第 8回 FLECフォーラム＋ 1 

R8 年 1月 15日 R7年度養育・権利擁護セミナー 3 

R8 年 1月 28日～29日 第 4回事務・運営管理者研修会 2 

R8 年 1月 30日 第 1回児童養護施設性教育担当者養成講座 1 

R8 年 2 月 7 日・3 月 25 日 子ども家庭ソーシャルワーク専門職養成研修 1 

R8 年 2月 10日 DVによる子どもへの影響等に関する研修 1 

R8 年 2月 11日 
里親支援センター等人材育成プログラムスペシャルフォー

ラム 
1 

R8 年 2月 12日 母子福祉研修会パート 3 1 

R8 年 2月 12日～13日 2025年度施設心理職員合同研修 1 

R8 年 2月 19日～20日 社会的養護テーマ別研修 1 

R8 年 2月 20日 3年目職員限定キャリア研修 2 

R8 年 2月 24日～25日 全養協中堅職員研修 2 

R8 年 2月 26日 R7年度児童相談所等関係機関職員研修会 4 

R8 年 3月 6日 R7年度社会的養護における「育ち」「育て」を考える研究発表会 2 

R7 年 3月 7日 養子と里親を考える会第 152回定例研修会 1 

R8 年 3月 24日 アタッチメントに課題のある子どもと里親の対応  1 
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2） 内部研修 

日程 研修内容 人数 

R7 年 4月 25日 デスカッション『私の子育て観』 32 

R7 年 5月 30日 動画視聴研修『個人情報の保護』 29 

R7 年 6月 27日 保健委員会による講義①『食中毒、嘔吐処理について』 27 

R7 年 7月 18日 動画視聴研修『熱中症の応急手当』 25 

R7 年 9月 26日 動画視聴研修『児童養護施設に係る感染症対策について』 25 

R7 年 11月 28日 施設内虐待防止への取り組み（外部講師） 29 

R7 年 12月 19日 ディスカッション『高校生年代への支援について』 24 

R8 年 1月 30日 保健委員会による講義②『感染症について知ろう』 22 

R8 年 2月 27日 保健委員会による講義③『下痢・便秘の仕組みについて』 19 

R8 年 3月 13日 情報倫理研修～個人情報の取扱いについて～（外部講師） 28 

R7 年 4月 25日 デスカッション『私の子育て観』 32 

R7 年 5月 30日 動画視聴研修『個人情報の保護』 29 

 

4. 行事報告 

1） 全体活動 

日程 行事内容 人数 

4 月 13日・6月 1日 

R8 年 3月 29日 
乗馬体験 34 

5 月 26日 謎解きウォークラリーinキッズ 14 

6 月 23日 小学生遠足 4 

6 月 23日・7月 14日 キッザニア東京招待 6 

7 月 19日 遊びイベント（相撲大会） 17 

7 月 21日 ゴールドマン・サックスミュージックアウトリーチプログラム 10 

7 月 22日 中高生女児プール外出 7 

7 月 23日～24日 低学年児旅行 10 

8 月 10日・9月 23日 幼児・小学生女児プール外出 12 

8 月 17日 夕涼み会 42 

8 月 19日 千児恊 卓球大会 13 

8 月 21日・22日 千児協 ソフトボール大会 16 

8 月 23日 オープンキャンパス参加 1 

10 月 12日 秋のカラオケ大会 14 

10 月 26日 ハロウィンパーティー 42 

11 月 2日 RISEファミリープロジェクト 4 

11 月 9日 佐倉市中志津自治会センター文化祭（茶道） 3 
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日程 行事内容 人数 

12 月 1日 ハッピードリームサーカス（招待） 11 

12 月 21日 クリスマス会 42 

R8 年 1月 2、3日 初詣（柚ホーム・桜ホーム・柊ホーム） 12 

1 月 4日 遊びイベント（冬の大運動会） 16 

3 月 7日 千児協 南総サッカー大会 10 

3 月 22日 千児協 ばくみほ音楽会 9 

3 月 27日 春の幼児外出 3 

 

2） ホーム活動（個別外出・外食・被服購入） 

日程 行事内容 人数 

柚ホーム 
R7年 7月 17日・10月 25日・11月 15日 

R8年 2月 13日・2月 21日・2月 28日 
17 

西  棟 
R7年 7月 27日・12月 29日 

R8年 3月 25日 
8 

桜ホーム 
R7年 8月 20日・11月 15日 

R8年 2月 21日 
11 

柊ホーム R7年 9月 23日・R8年 1月 12日 6 

楠ホーム R7年 9月 23日・R8年 1月 12日 10 

 

5. その他報告事項  

1） 施設実習受入実績  2） ボランティア受入実績 

保育実習 9人  遊びボランティア 3回 

里親実習 5組  空 手 83回 

   茶道教室 10回 

   金銭管理個別面談 15回 
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IV. 子ども未来サポートセンターほうゆう 

 

1. 事業実績報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ、相談件数（個別相談・指導） ※設置運営要綱４－（１）（４）の一部等に該当　 

（1）月別相談実人数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

新規受理人数 45 17 22 12 7 11 7 12 12 4 7 9 165人 ①
継続相談人数 0 30 41 49 40 44 48 48 50 47 51 45 493人

月別相談実人数 45 47 63 61 47 55 55 60 62 51 58 54 658人

＜※月別相談実人数①は相談を受け付けた方の実人数＞

（2）月別相談延件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

電話相談 66 98 93 79 61 94 89 100 108 73 77 101 1039

来所相談 4 5 10 5 7 6 9 7 11 10 9 18 101

訪問相談 63 56 45 65 44 48 52 35 40 40 37 54 579

心理療法等 14 12 30 33 20 26 24 22 19 18 18 13 249
メール・SNS・手紙相談 5 12 5 10 18 20 14 17 18 8 7 11 145

その他 2 1 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 6

月別延件数 154 184 183 192 152 194 188 181 197 149 148 197 2119件 ②

＜※月別相談延件数は、実際に支援を行った回数のこと＞

（3）相談・指導内容の種別延件数

養　護 非行 育　　　成

虐待 その他 ぐ犯等 触法行為 性格行動 不登校 適　性 育児・しつけ

48 880 81 25 0 0 248 388 3 99 347 2119件 ③

＜※②と③と④は同数＞

（4）相談経路別受付延件数

県・市町村

155 157 216 100 113 44 157 609 4 273 230 52 9 2119件 ④

＜※②と③と④は同数＞

Ｂ-１指導措置委託【児童相談所からの指導委託】 ※設置運営要綱４－（３）に該当　 

（1）受託人数
〈月別受託人数〉

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 人 ⑤
〈実人数〉 〈※総委託月数と同数〉

⑥＜※委託を受けた人数＞

（2）支援内容の種別
養　護 非行 育　　　成

虐待 その他 ぐ犯等 触法行為 性格行動 不登校 適　性 育児・しつけ

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 人 ⑦

＜※⑥と⑦は同数＞

（3）月別支援延件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

電話支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

来所支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

訪問支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

心理療法等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
メール・SNS・手紙支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月別延件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 件 ⑧

人

合計

合計
家族

親戚

保　健 障　害

その他
児童

本人

里親

里子

近隣

知人
福祉

事務所
その他

児童福祉施設

保育所 その他
児童

相談所

合計

その他

その他

学校等

保　健 障　害

１８歳
以上本

人

保健所

及び

医療機関
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Ｂ-２指導促進事業【市町村（特別区を含む）の要対協において児家センが主たる支援機関とされたケース】

（1）受託人数
〈月別受託人数〉

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 人 ⑨
〈実人数〉 〈※総委託月数と同数〉

⑩＜※委託を受けた人数＞

（2）支援内容の種別
養　護 非行 育　　　成

虐待 その他 ぐ犯等 触法行為 性格行動 不登校 適　性 育児・しつけ

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 人 ⑪

＜※⑩と⑪は同数＞

（3）月別支援延件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

電話支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

来所支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

訪問支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

心理療法等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
メール・SNS・手紙支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月別延件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 件 ⑫

その他 合計

人

保　健 障　害

Ｃ、市町村（特別区を含む）の求めに応ずる事業

※設置運営要綱４－（２）に該当　 

実施回数 内　　容

合計 回 ⑬

Ｄ、里親等への支援　（相談対応「実績報告A-１、個別相談」以外の支援・事業等）　　　　　　　　　　　　　

※設置運営要綱４－（４）に該当　 

実施回数 内　　容

3
里親制度について説明したパネルを展示し、

一般の方に周知を行う。

10 里親同士の情報交換や里子同士が交流する場の提供。

1
里親同士の情報交換や里子同士が交流する場の提供。

やまびこプレーパークの拡大版。

2
勉強会や茶話会を通じて、里親（未委託を含む）同士や

支援員との相互交流を行う。

合計 16回 ⑭

※設置運営要綱４－（５）に該当　

実施回数 内　　容

1 美浜区の要対協事前協議に参加

3 花見川区・美浜区の要対協実務者会議に参加

2 美浜区の要対協点検会議に参加

1
複数の関係機関が集まり、ケースの情報共有と

今後の支援について検討対象児：要対協ケース児童

6
複数の関係機関が集まり、ケースの情報共有と

今後の支援について検討

3
保護者・本人・児童・関係機関で支援の振返りと

今後の支援について検討

774 関係機関とケースの情報共有と今後の支援について検討

合計 790回 ⑮

連携・連絡調整

里親制度啓発パネル展示

やまびこプレーパーク

ケースカンファ

応援ミーティング

事　業　名

Ｅ、関係機関等との連携・連絡調整　　　　　　　

要対協実務者会

要対協点検会議

要対協個別支援会議

事　業　名

事　業　名

要対協事前協議

やまびこデイキャンプ

やまびこサロン
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2. 事業実績報告集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 相談の実人数（合計） 165 人

② 相談延件数（合計） 2,119 件

電話相談件数 1039 件

来所相談件数 101 件

訪問相談件数 579 件

心理療法等の件数 249 件

メール・SNS・手紙相談の件数 145 件

その他の相談の件数 6 件

⑬ 市町村（特別区を含む）の求めに応ずる事業 0 回

⑭ 「里親等への支援」　（相談対応以外の支援・事業等）の回数 16 回

⑮ 「関係機関等との連携・連絡調整」の回数 790 回

⑯ 要綱に規定された事業回数（合計） 806 回

⑰ 相談延件数と要綱に規定された事業回数の総合計　（②＋⑯） 2,925 件・回

②－１ こども家庭庁が求める訪問相談件数（実績を2倍した件数） 1,158 件

⑱ こども家庭庁が求める相談延件数（訪問相談件数については2倍）と事業回数の総合計 3,504 件・回

⑤ 児童相談所からの指導委託延人数（＝委託総月数） 0 人

⑥ 児童相談所からの指導委託実人数 0 人

⑧ 支援延件数（合計） 0 件

電話支援件数 0 件

来所支援件数 0 件

訪問支援件数 0 件

心理療法等の件数 0 件

メール・SNS・手紙の支援件数 0 件

その他の支援の件数 0 件

⑨ 市町村（特別区を含む）の要対協において児家センが主たる支援機関とされたケース受託延人数（＝委託総月数） 0 人

⑩ 市町村（特別区を含む）の要対協において児家センが主たる支援機関とされたケース受託実人数 0 人

⑫ 支援延件数（合計） 0 件

電話支援件数 0 件

来所支援件数 0 件

訪問支援件数 0 件

心理療法等の件数 0 件

メール・SNS・手紙の支援件数 0 件

その他の支援の件数 0 件

⑧の内訳

⑫の内訳

②の内訳
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V. ほうゆうの里 

 

1. 事業報告 

令和 7 年度は慢性的な人員不足への対応が大きな課題となる中、入居者様へのサービ

ス継続と介護の質の維持に努めた一年でした。 

限られた職員配置の中でも安定したケア提供を行うため、ユニット再編成を実施しま

した。GHユニット（20床）を閉鎖し、ほうゆうの里やよい館へ人員を配置し多床室 30床

とユニット 10床を運営するための態勢を整えました。職員確保と業務改善を進め閉鎖ユ

ニットの早期再開を目指します。 

人材育成においては介護福祉士資格取得支援を継続し、外国籍受験者 5 名中 3 名が合

格しました。資格取得により職員の専門性向上につながり、施設全体の介護力が向上して

います。人材確保対策として外国人材の受け入れを進め、特定技能職員 2名と技能実習生

4名を新たに受け入れました。生活支援や業務指導を行いながら、多様な人材が安心して

働ける環境整備に努めています。 

また令和七年度千葉県介護テクノロジー定着支援事業補助金を活用し、一部ユニット

へ見守りセンサーを導入。夜間帯の見守り強化や職員の業務負担軽減につながり、転倒リ

スクへの早期対応など一定の効果が見られた。今後も ITC機器の活用を進め、業務効率化

と安全性向上に取り組んで行きます。 

今後も、人員不足への対応を継続課題として捉え、業務改善、人材育成、ITC活用、外

国人材支援を進めながら、閉鎖ユニットの再開と安定した施設運営、サービス品質の向上

に努めてまいります。 

 

[介護支援専門員] 

1） 利用者の自立支援を第一に考え、入居者/家族/専門職員と協働し施設サービス計

画書を作成する。→出来ていた。 

2） 定期的なモニタリングを実施し、計画に沿って支援が行われているかを確認し必

要に応じて計画書の見直しを図る。 

→介護職員に報告をしてもらうようにしていたが、報告が上がってこない事があり

次年度の課題としたい。 

3） 入居者の状態の把握に努め、介護保険サービスの適切な利用を支援 

→区分変更の手続きを進めた事例や介護保険施設として出来る事、出来ない事への

理解を本人や家族と話し合いながら、出来ない事であれば他のサービスにつなぐよ

う情報収集に努めた。 
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4） 家族への定期的な近況報告と面会時の状態報告を通して、家族の不安を解消する。 

→実行出来たと思う。 

 

[生活相談員] 

1） 入所希望者の面談を増やし 18 名のご入所様をお受けいたしましたが、退所 21 名い

た為に昨年度よりマイナスになってしまいました。新設特養もあり申込者も少なく、

思うように増やす事が出来ず力不足を感じています。入所の方法等を再検討してご

入所が決まってからの最短での入所をめざして実行したいと思います。 

2） ご面会は増やす事が出来ご家族様には大変喜んで頂く事が出来たと思います。 

3） 職員研修 ジョブメドレーをどうすれば職員が受けてくれるのかを常に考え法廷研

修を実行する事が出来たので監査でのご指摘を受ける事はありませんでした。 

 

[看護] 

1） 入居者に寄り添う看護をめざしてきた。できる限り声掛け等実践した。また診察時処

置等にも心がけた。 

2） 他部署との連携強化、特に入居者に対する医師の伝達や指示は概ね達成できた。 

 

[機能訓練] 

1） 口腔体操の時間に合わせ、各ユニット曜日を決めて行えた。 

季節の手工芸は滞った時期もある。定期的には行えなかった。 

2） 委員会、会議へ参加し情報共有に努めた。 

特に皮膚状態の変化について、医務と協力し写真に残し、情報共有につながった。 

3） 開設以来となる、車いすのタイヤ交換を行えた。（普通型 22台、介助型 1台、リクラ

イニング車いす 3台）。その他、自動ブレーキ付き車いすの購入もあった。 

特殊マットレスは、市販の商品で代用した。 

離床センサーに関しては、部品の故障が続き、修理が多い年だった。 

 

[事務] 

1） ご家族様からの正確な情報収集とご家族様への的確な情報提供は達成できた。 

2） 介護保険をはじめとする業務全般の知識の向上は概ね達成できた。 

3） 円滑な事務処理を行う為、職員間での報告・連絡・相談（報連相）の徹底は概ねでき

た。 

 

[デイサービス] 

1） 「ADLの変化」に気付き、地域密着型の特徴を発揮し、一人一人に寄り添った「介護」

を目指し支援する。⇒ほぼ出来ている。 
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2） 「引き続き「個別機能訓練」の充実を図り自宅で快適にその方らしく過ごす事が出来

る様に支援する。⇒ほぼできているとおもうが、その人にあった訓練を工夫してやっ

ていくよう指導しています。 

3） 利用者増になる事を目標にする⇒延べ人数 8人まで落ち込んでいたが 13人に増えた。

延べ人数は 5 人しか増えていないが利用回数なども増えているので達成していると

思われる。しかし、介護度が 2～5と介護度が高い方が多いので職員を増やし、同時

に利用者も増やしていく。 

 

[居宅介護支援事業所] 

利用者様の意思や人格を尊重しながら在宅生活が継続できるように、家族の状況も

含め支援を行っている。 

地域包括支援センターからの新規や困難ケースの依頼、また昨今のケアマネ不足に

より近隣の居宅等からの引継ぎケースも多く、現在も感染症に留意しつつ対応してい

る。 

市外からの認定調査の依頼に関しても可能な限り対応している。 

今後も独居・身寄りがいない方・高齢者夫婦 2人暮らし・認知症や精神疾患を抱えて

いる利用者や家族も増えて行く事が予測される為、ケアマネが一人で抱え込むことが

ないように、関係機関と連携や相談をしながら支援していきたい。 

 

[ABユニット] 

職員の確保が困難で、ショートステイのユニットを再開することができなかった 

 

[CDユニット] 

1） 感染対策油断せずしっかり行うこと。 

→８月、ご入居者に発生源不明のコロナ感染あり。その後、職員 1 名も陽性になる。

繰り返し居室を出ようとしてしまう陽性ご入居者の対応に追われながらも、ユニッ

ト全職員で協力し感染拡大防止に取り組む。11 月、職員１名インフルエンザ陽性者

が出たが、ご入居者に感染することなく終息した。 

2） 言葉遣い気を付けながら多職種と接していく。 

→概ね達成。その場で理解できなかった時は、自ら職員へ確認して積極的に理解しよ

うとする姿勢みられる。 

3） 介護職者としてプライドを持ってスキルアップする。 

→未達成。全体的な介助スキル、移乗介助や食事介助等まだまだ磨く必要がある。 

4）  居者、職員が健康な生活をおくるために安心、安全への取り組みを実施。 

→常に職員全体で考えている。 

5） ユニット内レクリエーションを取り入れ引き続き楽しんでいたたく。 
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→一部ご入居者の方々と、季節のうたを歌ったりボール遊びのレク等を行った。ま

た、ユニット装飾のための折り紙等を楽しみながら手伝っていただいた。来年度は、

ユニット全体参加のレクリエーションができたらと考える。 

 

[EFユニット] 

1） 口腔体操、口腔ケア、カーデックスでの記録をしっかり行うようになった。 

2） ユニット内全体整理、整頓、清掃もできるようになった。 

3） 入居者様とのコミュニケーション（歌を歌ったり、折り紙を一緒に考えたりすること

できており）入居者様の笑顔を見られることが多くなった。 

 

[GHユニット] 

1） 共感をもって介護に携わる。 

・入居者からの想いを受け止め、傾聴し誠実に対応出来るユニットになる。 

2） 介護福祉士資格習得に向け、学習体制の構築を実施する。 

・上記目標に対し、特定技能 3名が介護福祉士国家試験に合格。 

3） OJTによる職員のスキル向上、指導を実施する。 

・技能実習生 3 名 令和 7 年 4 月より夜勤を実施。特定技能 2 名 令和 8 年 2 月よ

り夜勤実施。 

 

[Iユニット] 

ＧＨの一部の入居者が、令和 8 年 2 月よりＩユニットに移りユニット再開となる。

居室変更による入居者への弊害はなく、新しい場所でも笑顔が多く過ごされている。ま

た、ＧＨの職員もそのままＩユニットへ異動し適切な介護を提供している。 

 

[Jユニット]多床室 

1） 声掛け等行い、自身で出来る動作を積極的に行って頂いている。職員の軽作業を手伝

って頂きながら世間話等会話も弾んでいる。 

2） 熱発による普段との違いなどに気付けるようになり、体調不良の面等で早期対処が

できるようになってきている。 

3） 施設全体で人員不足が顕著の為、各職種で自身の業務に忙殺されている状況が多い

が、その中でも声を掛け合って対処している。 

4） 記録・申し送りの重要性は理解していると思われるが、状況記録等記録忘れが目立つ

様子である、都度注意を促したりしていて記録の抜けをなくすよう努力している。 
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2. 施設利用実績報告 

1）特別養護老人ホーム           2）従来型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）ショートステイ             4）デイサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 2,100 1,361 64.8% 87.30 3.80

定員70
延べ
人数

稼働率
平均
年齢

平均要
介護度

4月 900 590 65.6% 83.51 4.00

延べ
人数

稼働率
平均
年齢

平均要
介護度

定員30

5月 930 611 65.7% 84.57 4.005月 2,170 1,419 65.4% 87.43 3.80

6月 900 600 66.7% 84.65 4.006月 2,100 1,357 64.6% 87.46 3.80

7月 930 620 66.7% 84.74 4.007月 2,170 1,422 65.5% 87.58 3.80

8月 930 620 66.7% 84.82 4.008月 2,170 1,456 67.1% 87.31 3.80

9月 900 605 67.2% 85.08 3.909月 2,100 1,373 65.4% 87.68 3.70

10月 930 637 68.5% 85.16 3.9010月 2,170 1,426 65.7% 87.85 3.70

11月 900 648 72.0% 85.33 3.9011月 2,100 1,385 66.0% 87.98 3.70

12月 930 682 73.3% 85.41 3.9012月 2,170 1,432 66.0% 88.10 3.60

1月 930 652 70.1% 85.46 3.901月 2,170 1,379 63.5% 88.51 3.60

2月 870 588 67.6% 85.11 3.802月 1,960 1,224 62.4% 88.41 3.60

3月 930 583 62.7% 84.69 3.803月 2,170 1,359 62.6% 88.48 3.50

合計 10,980 7,436 67.7% 1,018.53 47.10合計 25,550 16,593 64.9% 1,054.09 44.40

平均 915 620 67.7% 84.88 3.93平均 2,129 1,383 64.9% 87.84 3.70

定員10
延べ
人数

稼働率
平均
年齢

平均要
介護度

定員20
延べ
人数

稼働率
平均
年齢

平均要
介護度

4月 260 68 26.2% 86.67 2.504月 600 7 1.2% 86.17 2.00

5月 270 73 27.0% 86.75 2.605月 620 20 3.2% 86.71 3.00

6月 250 68 27.2% 86.78 2.406月 600 20 3.3% 87.25 4.00

7月 270 68 25.2% 86.86 2.407月 620 0.0%

8月 260 60 23.1% 86.64 2.408月 620 0.0%

9月 260 67 25.8% 89.22 2.209月 600 0.0%

10月 270 73 27.0% 89.31 2.3010月 620 0.0%

11月 250 57 22.8% 88.81 2.4011月 600 8 1.3% 88.50 2.50

12月 260 59 22.7% 88.44 2.7012月 620 0.0%

1月 240 71 29.6% 88.67 2.501月 620 2 0.3% 85.00 5.00

2月 240 81 33.8% 88.05 2.502月 560 8 1.4% 87.53 3.30

3月 260 91 35.0% 88.62 2.803月 620 6 1.0% 88.83 2.50

合計 3,090 836 27.1% 1,054.82 29.70合計 7,300 71 1.0% 609.99 22.30

平均 258 70 27.1% 87.90 2.48平均 608 10 1.0% 87.14 3.19
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3. 研修報告 

1） 外部研修 

日程 研修内容 
参加

人数 

R7.6/28.7/5.7/12.7/20.7/26.8/9.8/10 中央介護専門学校 介護過程Ⅲ研修  1 

R7.7/14.7/15 国際事業団 1 

R7.8/1.8/8.8/22.8/29.9/5.9/12.9/19 三幸カレッジ 実務者研修  

R7.11/6.11/7 ＥＰＡ第 3回集合研修 1 

R7.11/26.11/23.12/28 認知症基礎研修 3 

R7.9/19 生活相談員・施設ケアマネージャー

情報交換会 

2 

R7.10/28 「権利擁護」の実践 2 

R7.5/26 Ｒ7年度提携施設連携会議 新八千

代病院にて 

2 

R7.3/5 生活相談員・施設ケアマネージャー

情報交換会 

2 

R7.10/29 （株）サラヤ「手洗い・手指消毒の

基本」新八千代病院主催 

5 

R8.2.10 （ＰＭＣ）技能実習責任者講習会 2 

 

2） 内部研修 

日程 研修内容 
参加 

人数 

R7.4.1～4.30 
接遇に関する研修/認知症及び認知症ケア研修/介護

現場で気を付けたいプライバシー保護に関する研修 
14/13/9 

R7.5.1～5.31 

R7.10.1～10.31 

事故発生又は再発防止に関する研修 第一回 

事故発生又は再発防止に関する研修 第ニ回 

12 

14 

R7.5.1～5.31 

R7.10.1～10.31 

身体拘束の排除・高齢者虐待防止に関する研修 第一回 

身体拘束の排除・高齢者虐待防止に関する研修 第ニ回 

16 

17 

R7.4.5 身体拘束・高齢者虐待セルフチェック 6 

R7.6.1～R7.6.30 

R7.10.1～R7.10.31 

メンタルヘルス研修 第一回 

メンタルヘルス研修 第ニ回 

11 

12 

R7.6.1～R6.6.30 医療に関する教育・研修 9 

R7.6.1～R7.6.30 口腔ケア研修 第一回 14 

   



Ⅴ.ほうゆうの里 

25 

 

日程 研修内容 
参加 

人数 

R7.7.1～7.31 

R7.3.1～3.31 

業務継続計画（ＢＣＰ）に関する研修～感染症～第一回 

業務継続計画（ＢＣＰ）に関する研修～感染症～第ニ回 
19 

R7.7.1～7.31 

R7.11.1～11.30 

感染症・食中毒の予防及び蔓延防止に関する研修 第一回  

感染症・食中毒の予防及び蔓延防止に関する研修 第ニ回  

21 

14 

R7.8.1～8.31 褥瘡予防研修 16 

R7.9.1～9.30 倫理及び法令遵守に関する研修 13 

R7.9.1～9.30 ハラスメントに関する研修 13 

R7.12.1～12.31 介護予防及び要介護度進行予防に関する研修 13 

R8.1.1～2.28 緊急時の対応に関する研修 12 

R8.1.1～2.28 認知症及び認知症ケアに関する研修 14 

R7.9.5 感染症研修 第三回 /感染ゾーイング 13 

R7.7.4/7.18/7/25/7/30 事故防止研修（酸素ボンベ） 18 

R8.3.1～3.31 
業務継続計画（ＢＣＰ）に関する研修～自然災害

～第三回 予定 
 

 

4. 行事報告 

日程 行事内容 参加人数 

5月 5月人形 入居者多数 

7月 七夕飾り  

9月 敬老会  

10月 秋まつり  

12月 クリスマス会 ハンドベル演奏会  

1月 里神社  

2月 節分・豆まき  

3月 お雛様飾り  

 

5. その他報告事項 

1） 広報誌発行実績 ほうゆうの里だより 月 1回発行 
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VI. ほうゆうベビーホーム 

 

1. 事業報告 

2025 年は記録的猛暑や豪雨、台風、そして大規模地震など気象、地震災害が相次いだ

一年となりました。気象変動や自然災害に見舞われても安全に生活が維持できるよう備

えたいと思います。 

当院は小規模グループケアでの生活も落ち着き、職員も子どももユニット固定とした

ことによって職員は連携がとりやすくなり新任職員の指導にも内容のズレが減り新任職

員が混乱する事態も回避できるようになりました。子どもにとっては、担当と密にかかわ

る時間が増えました。又、外出する機会も増えた為季節に合わせて様々な経験を積み成長

発達の育みに繋がったと思います。 

 

・職員の育成・資質向上については、園内研修にて子どもの権利擁護について理解を深

めることを重点的に行いました。養育者は時間に追われがちで日々忙しく子どもを生活

のレールにはめがちですが、子どもひとり一人に生活のペースがあること、次の行動に移

るタイミングがあること又、その日の状態によって気分にムラがあることなどを理解し

た上でことば掛けの工夫、例えば肯定的な話し方、効果的な褒め方、気持ちの切り替えや

すい関わり方など知識を深めてきました。それにより以前に比べ子どもの日々の愚図り

泣きは減ったように感じます。又、アセスメント会議の見直しを行い措置児・一時保護児

共に細やかなアセスメントを作成し個々の成長に寄り添った養育と職員間の共通理解に

よる一貫した養育を目指しました。 

 

・親子関係の再構築として FSW が中心に児童相談所と連携しながら面会、外出を重ね

必要に応じて、養育の手技（沐浴・授乳・オムツ交換など）を細かく指導しました。更に、

父母が生活のイメージを掴めるように長時間過ごす場所の提供を行いました。又、若年夫

婦や障害のある父母を対象に宿泊訓練も行い、愛着関係の構築と手技を取得し慎重且つ

丁寧に家庭復帰を目指しました。 

 

・人材確保については新たにリクルート係を選出し、合同見学会などで学生とより年齢

の近しい職員から直に現場の声を聞いてもらうことで実質的な乳児院での働きを伝える

ことができるようにしました。又、実習に参加する学生にも全ユニットでの実習を体験す

ることにより子どもの様子、職員間の連携・職員と子どもの関わりを直に見て関わり感じ

てもらい、乳児院での仕事について理解と興味関心を煽りました。結果実習生からの就職

希望者もあり採用に繋がるケースがありました。人材確保はここ数年最重要課題の為今

後も試行錯誤していきたいと思います。 
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2. 施設利用状況報告 

1） 措置入所・一時保護委託 

定員：29名  

  措置入所 一時保護 合計 

  月初 延べ 月初 延べ 月初 延べ 

4月 17 509 4 118 21 627 

5月 15 484 4 211 19 695 

6月 16 483 8 207 24 690 

7月 16 519 7 200 23 719 

8月 18 533 5 220 23 753 

9月 17 510 10 301 27 811 

10月 16 477 11 337 27 814 

11月 16 480 11 326 27 806 

12月 17 527 10 267 27 794 

1月 17 527 6 180 23 707 

2月 17 499 6 159 23 658 

3月 20 618 4 123 24 741 

 合計 202 6,166 86 2,649 288 8,815 

 

2） 入退所の状況 

入所理由 人数 退所理由 人数 

養育困難 4 家庭復帰 1 

ネグレクト 5 措置変更 7 

身体的虐待 1 里親委託 1 

合計 10 合計 9 

 

3） 子育て短期支援事業 

ショートステイ利用延べ人数  

 4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

合 

計 

八千代市        1     1 

鎌ヶ谷市        2     2 

習志野市        1     1 

佐倉市      1 1      2 

印西市    1 1        2 

白井市             0 

合計 0 0 0 1 1 1 1 4 0 0 0 0 8 
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3. 研修報告 

1） 外部研修 

日程 研修内容 人数 

R7.6.23～24 令和 7年度千葉県児童福祉施設協議会初任職員研修会 3名 

R7.6.11～12 第 59回関東ブロック乳児院研究協議会 3名 

R7.7.8 特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業 第 1回協働

勉強会 

1名 

R7.8.1、8.20 令和 7年度福祉・介護の就労定着支援セミナー 1名 

R7.7.30～31 第 68回全国乳児院研修会 2名 

R7.10.30～31 第 42回関東ブロック乳児院協議会職員研修会 1名 

R7.12.1～2 令和 7年度千葉県児童福祉施設協議会初任職員フォロー

アップ研修会 

3名 

R6.11.11～12 令和 7年度乳幼児施設向け感染症対策研修会 2名 

R8.1.23 令和 7年度千葉県基幹的職員研修及びユニットリーダー

研修 

1名 

 

2） 内部研修 

日程 研修内容 人数 

R7.5.26  正しい抱っこの仕方 15名 

R7.7.28 第 59回関東ブロック乳児院研究協議会研修発表 1 19名 

R7.8.25 第 59回関東ブロック乳児院研究協議会研修発表 2 14名 

R7.9.29 不適切な関り 19名 

R7.10.１～31 正しいチャイルドシートの付け方 18名 

R7.10.27 子どもの心を大切に 17名 

R7.11.25 痙攣について 14名 

R7.12.29 乳幼児施設の感染症対策とワクチン接種について 13名 

R8.1.26 個人情報保護法に関する方針について 15名 

R8.3.30 バギーの使い方・低月齢児の外気浴から外出への進め方 12名 
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4. 行事報告 

日程 行事内容 参加人数 

R7.4.15 お誕生日会 1名 

R7.4.15,18,22  いちご狩り 7名 

R7.4.23 お誕生日外出 1名 

R7.5.15,20,26 お誕生日外出 ４名 

R7.5.19,31 お誕生日会 3名 

R7.6.5 お宮参り 2名 

R7.6.12～13 鴨川シーワールド宿泊 2名 

R7.6.16 1日外出 KABAZOO 3名 

R7.6.17 1日外出 KABAZOO 2名 

R7.7.7 七夕 全入所児 

R7.7.8 1日外出 KABAZOO 2名 

R7.7.23 お誕生日会 １名 

R７.7.24 お食い初め 1名 

R7.7.28 お誕生日外出 1名 

R7.8.13 お誕生日会 1名 

R7.8.18 1日外出 ファンタジーキッズリゾート 2名 

R7.8.19 お誕生日外出 1名 

R7.9.2 バス・電車体験 2名 

R7.9.5 お誕生日会 2名 

R7.9.25 夏祭り・花火 全入所児 

R7.9.26 お誕生日外出 2名 

R7.10.2～3 鴨川シーワールド宿泊 2名 

R7.10.2,7,23 芋ほり 8名 

R7.10.19 お食い初め 1名 

R7.10.31 ハロウィン 全入所児 

R7.11.6 1日外出 千葉市動物公園 2名 

R7.11.20 お誕生日会 1名 

R7.11.20 お誕生日外出 1名 

R7.11.27 1日外出 アンデルセン公園 2名 
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日程 行事内容 参加人数 

R7.12.9 1日外出 千葉市動物公園 2名 

R7.12.9 1日外出 成田ゆめ牧場 2名 

R7.12.25 クリスマス会 全入所児 

R8.1.1 お正月 全入所児 

R8.1.9,16,20,25,28 初詣 15名 

R8.1.28,29 お誕生日会 3名 

R8.1.29 お誕生日外出 2名 

R8.2.3 節分 全入所児 

R8.2.4,5,13 お誕生日外出 3名 

R8.2.4,5 お誕生日会 2名 

R8.2.12 アンパンマンミュージアム 2名 

R8.3.5 お誕生日会 1名 

R8.3.11 お誕生日外出 1名 

R8.3.19 お宮参り 2名 

R8.3.26,27,28 お花見 7名 

 

5. その他報告事項 

1） 施設実習受入実績 2） ボランティア実績 

 保育実習 9件  ヘアカット 2件  
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VII. 子ども未来サポートセンターやちよ 

 

1. 事業実績報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｂ-１指導措置委託【児童相談所からの指導委託】 ※設置運営要綱４－（３）に該当　 

（1）受託人数
〈月別受託人数〉

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

人 ⑤
〈実人数〉 〈※総委託月数と同数〉

⑥＜※委託を受けた人数＞

（2）支援内容の種別
養　護 非行 育　　　成

虐待 その他 ぐ犯等 触法行為 性格行動 不登校 適　性 育児・しつけ

人 ⑦

＜※⑥と⑦は同数＞

（3）月別支援延件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 合計

電話支援 0

来所支援 0

訪問支援 0

心理療法等 0
メール・SNS・手紙支援 0

その他 0

月別延件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 件 ⑧

合計その他保　健 障　害
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2. 事業実績報告集計表 
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VIII. ゆうゆう保育園 

 

1. 事業報告 

当保育園は定員 90名の認可保育園として、平成 23年度に開設され、乳幼児の保育に

あたってきました。 

地域における保育ニーズは高く、当保育園への入園希望も多い状況ではありますが、

保育士不足のため 0歳児の受け入れはできませんでした。 

15 年目を迎えた昨年度は、これまでの取り組み実績の上にさらに充実した保育を行

い、子どもたちが元気に安心して生活できるよう、保育環境の向上に取り組みつつ、き

め細かい養護及び教育に努めていきました。 

また、地域における子育て援助、支援のセンターとして、期待される役割を果たすた

め、地域支援センター事業を行いました。 

そして、保育士不足が問題になっている中、積極的に実習生を受け入れ、令和 7年度

においては、3名が当保育園で実習を行いました。又 1名が当保育園で職場体験を行い

ました。そして鳳雄会での合同見学会で保育園での保育士としての役割り、楽しみ等を

アピールしましたが、どちらも就職につながりませんでした。 

保育の内容では、近隣の中学校 3年生の家庭科の授業の一環として、11月中の 3日間

にわたり約 40名ずつ受け入れ、園児と触れ合いました。また 1月には保幼小架け橋事

業として、近隣の小学校の一年生と年長児の交流を行い、スムーズに小学校生活に慣れ

るような取り組みも始めました。 

 

支援センター事業は、引き続き、感染症対策として、利用親子の人数を 5組に制限を

して実施しました。 

 

一時保育は、令和 7年度も保育士不足の為、休止としています。 

 

日々、保育園内の消毒、玩具消毒は今までどおり実施し、当保育園関係者のマスク着

用は、本人の意思によるものとしました。 

 

当保育園の改修工事として、園舎 1F保育室の既存のエアコンの冷暖房機能が修理不

能となり、エアコンを新たに設置しました。 

保育室の 1F床に高低差ができていて、不具合が生じているので、床全面の張り替え

工事を行い、同時に 2F廊下の劣化が生じている為、床の張り替え工事を行いました。 
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2. 施設利用実績報告 

1） 年齢別クラス内訳 

1）  0 歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合計 

定員 6 12 18 18 18 18 90 

4月 0 11 19 22 20 20 92 

5月 0 11 19 22 20 20 92 

6月 0 11 19 22 20 20 92 

7月 0 11 19 22 20 20 92 

8月 0 11 19 22 20 20 92 

9月 0 11 18 22 20 20 91 

10月 0 11 18 22 20 20 91 

11月 0 12 18 20 20 20 90 

12月 0 13 18 20 20 20 91 

1月 0 13 18 20 20 20 91 

2月 0 13 18 20 20 20 91 

3月 0 13 18 20 20 20 91 

平均 0 12 18 21 20 20 91 

 

2） 時間外保育・一時保育・親子クラブ 

 時間外保育 一時 

保育 

親子クラブ 

 標準 短時間 児童 保護者 合計 

4 月 33 5  25 22 47 

5 月 29 3  23 19 42 

6 月 28 2  30 25 55 

7 月 32 1  36 30 66 

8 月 24 2  38 27 65 

9 月 25 3  36 32 68 

10 月 32 2  31 27 58 

11月 23 1  33 27 60 

12 月 34 2  42 36 78 

1 月 30 3  56 52 108 

2 月 29 1  50 46 96 

3 月 34 2  69 63 132 

合計 353 27  469 406 875 
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3. 研修報告 

1） 外部研修 

日程 研修内容 参加人数 

R7.6.24 四街道保育園公開保育 1名 

R7.6.11 第一回特別支援教育連絡会議 1名 

R7.10.20 障害児会議 1名 

R8.1.14 第二回特別支援教育連絡会議 1名 

R8.2.6 保健福祉審議会会議 1名 

 

2） 内部研修 

日程 研修内容 人数（対象） 

毎月 職員会議 全職員 

 給食会議 7名 

 フロアー会議 未満児・以上児 全職員 

R7.6.2 保育の質の向上について 全職員 

R7.7.1 
避難時のポータブルトイレと LEDの使用方法に

ついて 
全職員 

R7.7.24 性教育について 全職員 

R7.10.16 心肺蘇生法・誤飲対処法 全職員 

R7.10.28 心肺蘇生法・誤飲対処法 全職員 

R7.11.7 シェイクアウト訓練 全職員 

 

4. 行事報告 

日程 行事内容 参加人数 

R7.4.12 入園進級の会・交流会 全園児・保護者 

R7.5.23 歩き遠足 以上児・2歳児 

R7.6.2～7.11 保育参加・試食会  全園児・保護者 

R7.6.11 内科健診 全園児 

R7.6.12 歯科検診 全園児 

R7.6.9～13 個人面談 保護者 

R7.6.25 交通安全教室 4・5歳児 

R7.7.7 七夕会 全園児 

R7.7.15 水遊び開始 全園児 

R7.7.25 泥遊び 以上児 

R7.7.30 ありんこ保育園と交流 5歳児 

R7.8.2 夏祭り 全園児 
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日程 行事内容 参加人数 

R7.8.21 水遊び収め 全園児 

R7.8.22 ボディーペインティング 以上児 

R7.10.6 芋ほり 5歳児 

R7.10.11 運動会 全園児・保護者 

R7.10.24 歩き遠足 以上児・2歳児 

R7.10.27 四街道中学校ふれあい体験 全園児 

R7.10.31 四街道中学校ふれあい体験 全園児 

R7.11.5 内科健診 全園児 

R7.11.6 四街道中学校ふれあい体験 全園児 

R7.11.20 はみがき指導 以上児 

R7.12.10 以上児による四街道中学校訪問 以上児 

R7.12.13 お楽しみ会 1～5歳児・保護者 

R7.12.15 チーバ君来園 全園児 

R7.12.19 餅つき会 全園児 

R7.12.25 クリスマス会 全園児 

R8.1.9 新年会 全園児 

R8.1.14 ヤクルトおなか元気教室 以上児 

R8.1.15、22 書初め 5歳児 

R8.1.29 もりのなかま保育園 5歳児 

R8.1.31 節分会 全園児 

R8.2.10～14 個人面談 保護者 

R8.2.12 劇団影法師「あらしのよるに」 全園児 

R8.2.18 もりのなかま保育園と四和小学校訪問 5歳児 

R8.2.28 入園説明会 R8入園保護者 

R8.3.3 ひな祭り 全園児 

R8.3.13 卒園式 5歳児・保護者 

R8.3.17 お別れ会 全園児 

R8.3.19 卒園遠足 5歳児 

R8.3.16 お茶会 5歳児 

 

5. その他報告事項 

1）施設実習受入実績 2）広報誌発行実績 

 保育実習 3  園だより 月 1回発行 

 保育体験 1   
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IX. ゆうゆう苑 

 

1. 事業報告 

令和 7年度は、令和 6年度に明らかとなった課題改善に重点を置き、「安全なケアの提

供」「人材育成」「安定した施設運営」を柱として事業運営を行った。 

特に、入居者様の安全確保と職員教育体制の強化を重要課題と位置づけ、事故防止研

修・虐待防止研修・SNS等に関する研修を継続的に実施した。また、外国人職員を含めた

職員間の連携強化や、介護技術・日本語能力向上に向けた支援体制の整備を進めた。 

運営面では、稼働率改善に向けた入居営業の強化、医療機関との連携強化、長期入院者

への対応見直しを進めた。また、介護現場の負担軽減と夜間帯の安全確保を目的として、

見守り機器等の介護テクノロジー活用を推進した。 

一方で、職員不足によるユニット運営への影響や、職員教育の標準化、多職種間の役割

整理など継続課題も残されており、次年度へ向けてさらなる体制整備が必要である。 

 

2. 施設利用実績報告 

1） 特別養護老人ホーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） 短期入所生活介護 

千葉市介護事業課より、ユニットが閉鎖している状態での新規受け入れは不可との指

導のため R6年度から稼働していない。 

7.5%4月 2,400 1,617 67.4% 1,587 66.1% 121

入院
比率

定員80
延べ
人数

稼働率
入院者
除く

稼働率
入院
日数

2.6%5月 2,480 1,711 69.0% 1,680 67.7% 45

5.0%6月 2,400 1,744 72.7% 1,714 71.4% 87

2.0%7月 2,480 1,780 71.8% 1,749 70.5% 35

7.1%8月 2,480 1,912 77.1% 1,881 75.8% 136

6.9%9月 2,400 1,912 79.7% 1,882 78.4% 131

4.3%10月 2,480 2,025 81.7% 1,994 80.4% 88

2.6%11月 2,400 1,985 82.7% 1,955 81.5% 51

6.1%12月 2,480 2,057 82.9% 2,026 81.7% 125

10.5%1月 2,480 2,089 84.2% 2,058 83.0% 219

13.0%2月 2,240 1,893 84.5% 1,865 83.3% 247

8.2%3月 2,480 2,035 82.1% 2,004 80.8% 166

6.4%合計 29,200 22,760 77.9% 22,395 76.7% 1,451

6.4%平均 2,433 1,897 77.9% 1,866.3 76.7% 121
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3） 通所サービス 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度の平均稼働率は 57％となり、前年度と比較すると改善傾向が見られた。合

併後、利用者数は徐々に増加しており、関係事業所との連携による一定の成果が見られて

いる。一方で、職員不足による送迎体制や受け入れ調整などの課題も継続しており、安定

した事業運営に向けては引き続き人材確保と稼働率向上への取り組みが必要な状況であ

る。 

「放課後等デイサービス」「児童発達支援」「生活介護」については配置基準を満たさな

いため休止中だったが、令和 7年 5月 31日で廃止している。 

 

4） 医務 

1. オンコール・病院受診実績報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月

2月

3月

合計

平均

4 2 3 1

10月

11月

12月

0 2 5 0 1 3

0 0 3 1 3 0 2 5 3 2

4月

5月

6月

7月

8月

9月

1 2 1 2 0 0 2 1 0 2

1 6 1 2 0 0 8 1 0 0

2 3 2 1 0 1 3 4 0 0

3 2 2 1 8 1 2 2

2 2 7 0 2 2 5 5 2 0

3 2

0

4 1 1 0 1 0 5 3 1 1

2 3 1

1

5 2 3 1 0 1 4 4 0 2

3 2 3 0 1 0 7 2 1

4 1 1

3 5 2 1 1 0 3 4 1 1

1 0 3

12

2.3 2.4 2.8 0.9 1.0 0.7 4.3 3.1 1.0 1.0

28 29 34 11 12 8 52 37 12

オン
コー
ル

整形
皮膚
科

老年
精神

循環
器内
科

外科
総合
内科

内分
泌外
来

呼吸
器内
科

泌尿
器科

腎臓
内科

訪問
歯科

往診

0 4 4

0 4 4

0 4 4

0 4 4

1 4 4

0 4 4

1 4 4

1 4 4

0.3 4.1 4.0

0 4 4

1 4 4

4 49 48

0 5 4

0 4 4

平均

37

390 260 66.7%

0

391 0 5 0

33

2月 360 241 66.9%

1月 405 250 61.7%

合計 4,680 3,122 66.7%

3月 390 294 75.4%

12月 390 275 70.5%

11月 375 272 72.5%

36

10月 405 300 74.1%

9月 375 261 69.6% 31

7月 405 267 65.9% 30 1

8月 405 255 63.0% 31 0

0

6月 375 243 64.8% 28 廃止 0 廃止

定員15
延べ
人数

稼働率

4月 390 234 60.0%

5月 405 230 56.8% 228 0

レセプト実績数 利用中止数

高齢者 放デイ 高齢者 放デイ

27 0 0 0

0

34 2

36 0

0

36 0

37 0
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2. 入居者健康診断実績報告 

令和 7年 8月 21日 45名実施  担当：轟クリニック 

 

3. 医務全体状況報告 

令和 7年 10月に 6名のコロナウイルス罹患の入居者がいたが、インフルエンザ

の罹患はなかった。 

昨年 10月にインフルエンザ・コロナウイルス感染症におけるガウンテクニック

と手洗いの研修を再度実施した事で職員による感染拡大は防止できたが、徘徊の

ある入居者の対応に苦慮した。入居者の健康診断も例年通り 8月に実施できた。入

居者の受診は、幸有会記念病院以外の受診と定期受診についてはご家族に付き添

ってもらうよう苑の方針が転換されそのように行ったが、特に大きなトラブルは

発生しなかった。 

 

3. 研修報告 

【外部講師による研修】 

日程 研修 内容 

R7.4.30 

R7.5.7 
認知症ケアの理解 

ユニットケアの考え方 

認知症ケア 

R7.6.10、18 介護従事者の接遇 
ビジネスマナー 

就業規則など 

R7.7.3 

R7.8.29 
事故防止の知識 

事例から学ぶリスクマネジメ

ント 

R7.9.7 

R7.10.24 
虐待防止とメンタルヘルス 

支援における職員のストレス

と感情コントロール 

R7.11.10 

R7.12.25 
感染症の予防とまん延防止 食中毒予防、衛生管理 

R8.1.18 

R8.2.26 
虐待防止・身体拘束排除の知識 スピーチロックなど事例検討 

 

【避難訓練】 

R7.9.12（消火訓練）、R8年 3月 19日（夜間想定、火災） 

 

 

 

 

 

 



Ⅸ.ゆうゆう苑 

41 

 

【委員会】 

●感染症対策委員会 

【構成メンバー】施設長、介護支援専門員、生活相談員、管理栄養士、 

機能訓練指導員、看護師、介護職員 

【開催実績】計 4回（3か月毎第 2月曜日） 

【本年度の取り組み】・感染症発生時の対応と実践・法定研修 

●虐待・身体拘束撲滅委員会 

【構成メンバー】施設長、介護支援専門員、生活相談員、管理栄養士 

機能訓練指導員、看護師、介護職員 

【開催実績】計 4回（3か月毎第 1木曜日） 

【本年度の取り組み】 

・不適切ケア・グレーゾーンに関する事例検討の実施・法定研修 

●事故対策委員会 

【構成メンバー】施設長、介護支援専門員、生活相談員、管理栄養士 

機能訓練指導員、看護師、介護職員 

【開催実績】計 4回（3か月毎第 4木曜日） 

【本年度の取り組み】 

・開催ごとに前月の事故・ひやりはっと・誤薬事故の振り返りを実施・法定研修 

●給食委員会 

【構成メンバー】施設長、介護支援専門員、生活相談員、管理栄養士 

機能訓練指導員、看護師、介護職員 

【開催実績】計 4回（3か月毎第 4水曜日） 

【本年度の取り組み】 

・行事食の立案と実施および反省・衛生管理・清掃状況のチェック及び周知 

・嗜好調査とその結果の検討、利用者様からのフィードバック・嚥下勉強会 

●ハラスメント委員会 

【構成メンバー】施設長、介護支援専門員、看護師 

【開催実績】計 4回（3か月毎第 3火曜日） 

【本年度の取り組み】 

・ハラスメント防止についてのポスター掲示・マニュアルの制定 

●業務継続委員会 

【構成メンバー】施設長、介護支援専門員、生活相談員、管理栄養士 

機能訓練指導員、看護師、介護職員 

【開催実績】計 12回（毎月第 4金曜日） 

【本年度の取り組み】 

・緊急連絡網訓練の実施・避難訓練実施・防災用品の選定・購入 
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4. 行事報告 

日程 行事内容 

4月 誕生日会 花見会 

5月 誕生日会 飾り 

6月 誕生日会 

7月 誕生日会 夏祭り/ユニット内で実施 

8月 誕生日会 夏祭り/ユニット内で実施 

9月 誕生日会 敬老会 

10月 誕生日会 ハロウィン飾り 

11月 誕生日会 

12月 誕生日会 クリスマス会 

1月 誕生日会 おせち料理 鳥居／ユニット参拝 

2月 誕生日会 節分豆まき 

3月 誕生日会 

 

5. その他報告事項 

1） ボランティア受入実績 

 オカリナ、ギター演奏 月 1回 

 和楽器、三味線演奏 各月 
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X. ゆめ 

 

1. 事業報告 

令和 5年に開設をし、3年目の運営となりました。 

利用者数は月平均 50名、訪問件数は月平均で 353件、延べ訪問件数は、4,237件でした。 

保険サービス以外の業務委託の継続と共に、定期巡回連携サービスとの連携を開始しま

した。 

訪問件数を増やすことよりも提供するサービスの質を高め、各所との連携、安定した看

護、寄り添ったサービスの提供、困った時に相談できる事業所として信頼関係を築き、地

域に貢献する訪問看護を続けることが出来ました。 

医療依存度が高い利用者様が増える中で、時間外の電話対応や出動もあり、スタッフへ

の負担が増加傾向にあります。診療報酬改定により、オンコール対応者への勤務の配慮が

必要となり、休息時間の確保をしましたが、必要とする訪問先もあるため、シフト作成や

スケジュール調整に苦慮しました。 

医療依存度の高い方には、週 7 日の訪問を行い、常に稼働している状況となったことも

スタッフへの負担増加の一因となりました。 

ハラスメントによるスタッフへの負担も増えて来ています。訪問先で、どう自身の身を

守るか、どこからの行為がハラスメントとなるのかなど、新たな対策が必要となった 1 年

でした。 

昨年同様、人員確保には苦慮しましたが、退職者が出た一方、非常勤スタッフの増員を

行い、利用者様へのサービス提供を変化させることなく、訪問を継続することを目標に運

営を行いました。継続的にスタッフの確保を行い、質の高い看護とサービスの提供が出来

るよう努めています。 

ICTの活用を行うことで、訪問先でのトラブルや困難事例にも迅速に対応、共有できるよ

うになりました。各所との連携にも役立ち、より良い療養生活が出来るような情報や看護

の提供をすることが出来ました。 

全スタッフが研修に参加することで、医療知識の向上と提供する医療レベルの差をなく

すことに努めました。 
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2. 利用実績報告 

1） 訪問看護 

新規依頼は、月平均 2～3件、新規相談を受け、契約・訪問までに至った割合は 93％とな

りました。昨年よりも新規依頼数は減少しましたが、契約率は、昨年の 88％を上回ること

が出来ました。新規依頼は断らず、受け入れしていますが、入院や療養の意向の変化もあ

り、全ての依頼が契約に繋がることが難しい状況となっています。 

カンファレンスや研修の参加、利用者様への介入を通し、当ステーションを知っていた

だき、新規依頼に繋がることも多くありました。 

法人施設との連携が図れることも強みになり、依頼が来ることもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） オンコール対応 

当番制で、スタッフが平日は 18時から翌朝 9時まで、土日祝日は 9時から翌朝 9時まで

の電話待機を行いました。 

月平均夜間の電話対応は 4 回、深夜帯は 2 回。夜間帯の出動は 2 回、深夜帯は 1 回でし

た。 

公休日にも当番があるため、休日数が多くても休日の実感がなく、休むことが難しい日

もありました。夜間に出動対応し、翌日は通常の出勤となるため、深夜帯の電話や出動が

あることで、スタッフの心身の負担が多くなりました。 

日中の対応次第で、夜間のコール回数は減る傾向にあります。電話をすることに気を遣

われる利用者様もいるため、日頃の訪問で問題を共有し、解決することを心掛けるように

しています。 

医療診材のトラブルなどは、出動して対応しなければならないため、早めの連絡をお願

いし、お互いの負担軽減に努めています。 
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夜間対応中にも電話が来ることや、対応が困難になった場合のため、サブの電話待機者

も必須で、スタッフへの負担は増加傾向にあり、オンコール対応可能なスタッフの補充も

急務となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 研修報告 

1） 外部研修 

開催月 研修内容 参加人数 

4月   

5月   

6月 

難病勉強会 

・多系統萎縮症 

・パーキンソン病 

 

1名 

1名 

7月 

難病勉強会 

・脊髄小脳変性症 

・進行性核上性麻痺 

・大脳基底核変性症 

・難病患者の嚥下障害 

・悪性関節リウマチ 

 

2名 

1名 

1名 

1名 

1名 

8月   

9月 

地域緩和研修会 

呼吸器勉強会 

癌性疼痛勉強会 

2名 

1名 

1名 

10月 腹膜透析 2名 

11月 
癌末期リハビリ 

緩和ケア研修会 

1名 

1名 

12月   

1月   

2月   

3月 意思伝達装置研修 1名 

 

 

オンコール対応状況
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

カッコ内は、深夜帯（22時～6時）の対応件数

9(4)
電話
対応

8(1) 5(2) 2 5(2) 30 6(3) 1 10(3) 4(1) 8(2)

出
動

1 4(1) 2 7(4) 1 13 2 2 2(1) 5(2) 2
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2） 内部研修 

開催月 研修内容 参加人数 

4月 胃ろう栄養 5名 

5月 難病看護・事例検討 5名 

6月 高齢者虐待 6名 

7月 災害時対応 6名 

8月 認知症看護 5名 

9月 精神衛生 6名 

10月 ターミナル看護・事例検討 6名 

11月 感染症看護 5名 

12月 スキンケア 6名 

1月 在宅酸素 5名 

2月 カテーテル管理 6名 

3月 緊急時対応・事例検討 6名 
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XI. ゆうか 

 

1. 事業報告 

障害福祉サービスである共同生活援助の開設に向け、令和 7 年度から具体的準備が始

まり、令和 8 年 2 月 1 日【重度障がい者向けグループホームゆうか】はオープンしまし

た。 

新築 2階建ての建物は、入居定員 20名、短期入所 1名の利用者受け入れが可能ですが、

2 月 1 日時点では 1 階のみ 10 床からのスタートとし、短期入所は空床利用でお受入れす

ることとなりました。 

オープンから 2か月、年度末の時点で、短期入所に対する問い合わせは多いものの、入

居者不在という現状が続いている現状から、早期にご入居いただき経営の安定を図るこ

とが最大の課題となっています。 

 

１）スタッフの確保と育成に対する取り組み 

求人媒体を利用しての求人活動の他、チラシを作成して近隣にポスティングするなど

でオープニングスタッフを確保しました。 

利用定員を 10 名から 20 名にあげるためにも、まだまだスタッフは必要であり、現在

も継続して人材募集をしています。 

また、スタッフの育成について、入職時研修をおこないました。その中で、障がいや障

がい福祉サービスについての基本的な理解を深めるための研修を今後も継続的に、必要

なタイミングでおこなっていくためには、工夫と調整が必要と感じています。 

 

２）入居者確保に対する取り組み 

県内関係機関への挨拶回りや近隣都県の関係機関への FAX 送付など、事業所を知って

いただくための取り組みはおこないましたが、まだまだ周知されておらず、入居につなが

っていない現状があります。早急な入居者確保に向けた取り組みが最重要課題として残

りました。 

 

2. 利用実績報告 

1） 共同生活援助        2）短期入所 

月 契約者数 入居者数  月 新規契約者数 利用者人数 利用延べ人数 

2 月 0 0  2月 2 1 2 

3 月 0 0  3月 4 5 16 
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3. 研修報告 

開催日 研修内容 参加人数 

R8.2.1～3 【入職時研修】 

⚫ オリエンテーション 

⚫ 法人グループについて 

⚫ グループホームゆうかとは 

⚫ ゆうかでの仕事 

⚫ 業務継続計画(ＢＣＰ)について 

⚫ 身体拘束適正化について 

⚫ 障がい者虐待防止について 

⚫ 障がいの理解～入口編（支援者の立場で考えよう） 

⚫ 生活支援技術(介護技術)の基本的考え方および演習 

・姿勢・移動・移乗の支援 

・食事の支援 

・口腔ケア 

・清潔・整容・着脱の支援 

・排泄の支援 

12 

R8.3.11～13 【入職時研修】 

同上 

6 

 

4. 行事報告 

開催日 内容 

R8.3.3 ひな祭り行事 

利用者不在のため、計画～支援までのシミュレーションを実施 

 

 


